
新型コロナウイルス感染症沖縄県緊急事態宣言を受けた
沖縄県実施方針の変更について（5/5）

新型コロナウイルスの新規感染者数の水準や医療提供体制の現状
を踏まえ、政府は５月４日に新型インフルエンザ等対策特別措置法に
基づき、引き続き全都道府県を緊急事態措置の対象とし、実施すべき
期間を令和２年５月31日まで延長いたしました。

これを受け、県として引き続き感染拡大防止に全力で取り組むため、
4月22日に策定した沖縄県実施方針を変更し、措置の実施期間を５月
31日まで延長することといたしました。
なお期間の途中であっても、県の専門家会議の意見を踏まえ、緊急

事態措置を実施する必要がなくなったと認められるときは、緊急事態措
置の一部緩和あるいは解除を検討してまいります。

沖縄県内の新型コロナウイルス感染者は、４月上旬から中旬にかけ
て急速に増加し、４月末までの患者数が142人に及ぶとともに、５名の
方が死亡するなど、非常に厳しい状態にありました。
４月16日に政府が緊急事態宣言の区域を全都道府県に拡大したこと

を受け、県においては４月20日、独自の緊急事態宣言を発出するととも
に、４月22日に緊急事態措置に係る沖縄県実施方針を公表し、宿泊施
設等も活用した病床数の確保やPCR検査体制の拡充など医療提供体
制の強化に取り組むとともに、施設の使用停止、外出や渡航の自粛の
要請等を行ってまいりました。

県民や事業者の皆さまの本当に並々ならぬご努力とご協力により、
５月に入って新たな感染者は出ておらず、各病院における入院者数は
70名未満となり、重症例は４名、倍加日数６０日となり、比較的落ち着
いた状況になっております。

しかし、ゴールデンウィーク中、県外から約８千人の渡航者が来沖す
ると見られることから、その感染拡大の状況について、特にこの２週間
は、引き続き警戒していく必要があると考えております。今日から２週
間警戒措置をとった後、県立学校は５月２１日から再開することと
しております。

また、県の専門家会議において示された「沖縄県における活動再開
へのロードマップ」においては、新規患者数や入院患者数等の状況に
応じた段階的な経済活動等の再開が求められており、現在、沖縄県は
まだ、その条件を満たしておりません。

これらの状況を踏まえ、感染拡大防止のため休止や営業時間の短縮
等の協力を要請している施設等への措置は、２週間延長し、５月２０日
までとすることといたしました。各事業者の皆さまにおかれましては、こ
の期間中に政府の示した感染拡大予防対策をしっかりと準備をして頂く
よう宜しくお願いいたします。



県民の皆さま、事業者の皆さまにおかれましては、これまで長期間に
亘り、外出の自粛や営業活動の自粛をお願いしている中であり、大変
心苦しいところではありますが、政府の専門家会議でも発言があった通
り、今大幅な緩和をすれば、「これまでの行動変容の努力や成果が水
の泡になる」恐れがあります。

現在の感染拡大の波は、皆さまのご努力で収束に向かっておりま
す。もう一息で、この流れを確定的にすることも出来ると思います。
今後、第２波、第３波も懸念されるため全く予断を許すことは出来ま

せんが、みんなで支え合い、助け合い、持続可能な感染拡大の防止と
社会経済活動の維持の両立を目指してまいりましょう。

県民一人一人がこの感染症と向き合った、「沖縄５分の１アクション」
や政府の提言する「新たな生活様式」を徹底していただく必要がまだあ
ります。

それはつまり、手洗いや咳エチケットの徹底、体温測定、うがい、身
体的距離の確保、３密の回避、対面での会話や食事は避ける、といっ
た、既に新型コロナウイルス感染症対策として皆さんが実施してらっし
ゃることをこれからしっかり定着させていくということです。
「みんなで未来を変えよう！沖縄５分の１アクション」を合い言葉に、

感染拡大を抑えつつ、日常生活を取り戻してまいりましょう。

また、政府の新型コロナウイルス感染症対策の基本的対処方針に示
されているとおり、地域の感染状況や医療提供体制の確保状況等を踏
まえながら、段階的に社会経済の活動レベルを上げていく必要がある
と考えています。

県としましては、３月に172.2億円、５月には457.3億円、合計630億円
の補正予算を計上し、国の補正予算と連動した緊急対策を実施してい
るところでもあります。今後も、事態の進行等によりさらなる対策を実施
することを視野に入れ、既決予算の組み替えや追加の補正予算の計上
等により、県経済のＶ字回復に向けた出口戦略の検討もしっかり進め
てまいります。

これまでの皆さまのご努力をしっかりと沖縄の明るい未来につなげる
ため、県民の皆さまにおかれましては、引き続き新型コロナを人にうつ
さない・自分もうつらない、そして医療体制をつぶさないため、お一人お
一人ができることを率先して取り組んで頂くよう心からお願い申し上げ
ます。
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